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RFIDと人感センサーの併用利用で行う
エリア検知センサーの展開

第137回 かわさき起業家オーディション
「かわさき起業家賞」受賞

　当社は「RFID」を活用したさまざまなサービスを展開する企業です。
RFIDとは、電波を使って非接触で情報を読み取る技術のこと。駅の
自動改札やクレジットカード決済、セルフレジなどに導入されている
ので、利用したことがある方も多いでしょう。当社は、このRFIDの
技術と人感センサーを組み合わることで「エリア検知センサー」とい
う、これまでにないセキュリティシステムを生み出しました。
　RFID自体は半世紀ほど前に誕生した古い技術で、もともとは物流
の在庫管理などに利用されていました。しかし誕生から50年以上が
経過する中で、自動改札やクレジット決済のシステムなど、当初の物
流目的以外で普及しています。また人の動きを感知する「人感センサ
ー」は、50年前に出来た技術ですが、未だにトイレの電気を点けたり、
蛇口から水を出したりといったような使い方しかされていません。「ど
ちらも優れた技術なのにもったいない」と感じていた私は「この二つ
のテクノロジーを組み合わせてイノベーションを起こせないか」と考
え、今回のアイデアにたどり着きました。今後も無限の可能性を秘め
たRFIDを活用し、日本のビジネスシーンに変革をもたらしていきま
す。
　

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　RFIDは、長い歴史を持つすばらしい技術ですが、
なかなか普及が進みません。その理由のひとつに、デ
ータを内蔵するタグや、情報を読み取るリーダが高額
であったことが挙げられます。しかし、2018年に施行
された電波法改正により、RFIDで使われる周波数帯
が950MHzから国際基準の920MHzに移行することに
なりました。日頃から「RFID　の可能性を広げたい」、
「セキュリティの世界を広げたい」と思っていた私は、
ここにチャンスを見出しました。周波数が国際基準の
920MHzに移行すれば、手に入れやすい価格の海外製
RFIDシステムが使えるようになり、セキュリティの
世界が広がるからです。
　このとき私が参考にしていたのは、成功するベンチ
ャーに欠かせないといわれている３大要素です。一つ
目は「広く一般に知られているサービス・商品である
こと」。二つ目は「そこに不満を持つ人たちがいるこ
と」。そして三つ目が「規制緩和などでルールが変わり、
チャンスが生まれていること」です。これらの条件を
そろえていたのが、「セキュリティ」の分野でした。
例えば農家では、昨今増えている農作物の盗難に備え
て、畑や農場に監視カメラやセンサーを置いていると
ころが多くあります。しかしこの方法では、関係者と
侵入者の区別ができませんし、監視カメラでは盗難自
体を防ぐことはできません。一方、ゲートを設け、タ
グを読み取らせるタイプのセキュリティは、関係者以
外の入場を拒否することはできますが、全てのエリア
を対象にゲートの設置をする訳にも行きませんし、設
置の費用もかさみ現実的ではありません。このように、
現状広く浸透している現在のセキュリティシステムに
はエリアでの検知に課題があり、さらに、電波法の改
正によって民生利用に対応出来る新たなエリア警戒と
いう仕組みが実現出来ると考えました。先述の３大要
素がそろっていることで「これはいける」と確信を持
った私は、エリアセキュリティの分野での開発に取り
組みました。そしてRFIDと人感センサーを組み合わ
せた「エリア検知センサー」を考案し、特許を出願、
取得するに至りました。

■ サービスの特徴
　RFIDと人感センサーを組み合わせることで、守り
たいエリアや空間への入場を感知するだけでなく、入
ってきた人物がタグを提示できる関係者か、タグを提
示できない非関係者かの判断もできる検知センサーを
開発しました。ゲートではなく、エリアや空間で検知
判断ができるセンサーはこれまでなかったため、セキ
ュリティ業界初のシステムとなります。オフィスやホ
テル・旅館や病院など、24時間人がいるため巡回警備
しか対応できなかった場面などにもニーズがあると考
えています。
　また、このシステムは、さまざまな分野に応用でき
ることも特徴です。例えば、タグを持たない人物のエ
リアの出入りを検知できるため、福祉施設や障がい者
施設などの徘徊対策に活用いただける可能性がありま
す。また、作業や運転を行うために資格が必要な機械
や装置がある現場では、タグを持っている有資格者が
いなければ、機械自体を動かせないようにする仕組み
をつくることも可能です。無資格者による運転を防止
し、事故を防ぐことにもつながります。

■ 現状の課題
　現在、知財対応と電波認証、試作機（単独型）の製

作が完了しています。試作機ができたことによって、
これまで想定していなかった新しい分野への可能性も
生まれ、様々な企業からお問い合わせをいただいてい
ます。次のステップでは、量産体制や工場の確保、販
路開拓、メンテナンス体制の確立などに取り組んでい
きます。そのための資金調達や、事業パートナーの開
拓などが今後の課題となります。
　現状、共同経営者と私の二人だけの組織ですが、今
後はRFIDに興味があり、ネットワークやソフト開発
などの専門知識を持った方も採用していきたいと考え
ています。そしてゆくゆくはボードメンバーとして、
会社の中核を担う存在になっていただけたらありがた
いですね。とはいえ会社の規模拡大が目的では無く、
専門性に特化した個性的な人材が集まり、企画やアイ
デアの提供、ライセンス供与によって展開する専門特
化した企業として、事業ネットワークを広げていくこ
とを目指しています。
　
■ 今後の展開
　現在、単独型の試作機が完成していますが、2024年
の夏には量産対応型の製品も完成予定です。すでに、
かわさき起業家オーディションで知り合ったエレクト
ロニクス企業との商談も進んでおり、今後はパートナ
ー企業と相互発展していく形での事業発展を目指して
いきます。
　また先述のように、私たちの技術は幅広い業界に応
用が可能ですので、セキュリティ以外の分野でも探っ
ていきます。RFIDのアンテナは現在13cmのものを使
用していますが、23cm仕様の物をラインナップに加
え、通信距離を現在の３mだけでなく７～８mへの対
応も行えるようにと考えています。通信範囲が長くな
れば、天井の高い施設や倉庫でもセキュリティ対応が
できるようになります。そして、ベルトコンベアで流
れる商品を管理するだけでなく、様々な場面で「誰が、
どの荷物を動かしたか」ということも管理できるよう
になるため、物流業界にセキュリティ改革を起こすこ
ともできると考えています。こちらのシステムも現在
特許を申請中です。
　　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　ピッチオーディションに参加するのは初めての経験
だったので、すべてが新鮮でした。何より財団の方を
含め、このオーディションにかかわるすべての方々が
熱意を持って真剣に取り組んでいる姿を見て非常に感
激しました。審査員の方から、鋭いアドバイスやご意
見をいただけたのも非常にうれしかったですね。
　こちらのオーディションを知らない方も、まだたく
さんいらっしゃると思いますが、「挑戦する価値があ
るオーディションだ」ということはお伝えしておきた
いです。オーディションを受けて、賞をいただくこと
ができれば、ビジネスの状況は必ず変わります。これ
は受賞してから３週間足らずの間に、私自身が実感し
ていることです。チャンスは何度でもありますので、
ぜひ挑戦してください。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的
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用していますが、23cm仕様の物をラインナップに加
え、通信距離を現在の３mだけでなく７～８mへの対
応も行えるようにと考えています。通信範囲が長くな
れば、天井の高い施設や倉庫でもセキュリティ対応が
できるようになります。そして、ベルトコンベアで流
れる商品を管理するだけでなく、様々な場面で「誰が、
どの荷物を動かしたか」ということも管理できるよう
になるため、物流業界にセキュリティ改革を起こすこ
ともできると考えています。こちらのシステムも現在
特許を申請中です。
　　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　ピッチオーディションに参加するのは初めての経験
だったので、すべてが新鮮でした。何より財団の方を
含め、このオーディションにかかわるすべての方々が
熱意を持って真剣に取り組んでいる姿を見て非常に感
激しました。審査員の方から、鋭いアドバイスやご意
見をいただけたのも非常にうれしかったですね。
　こちらのオーディションを知らない方も、まだたく
さんいらっしゃると思いますが、「挑戦する価値があ
るオーディションだ」ということはお伝えしておきた
いです。オーディションを受けて、賞をいただくこと
ができれば、ビジネスの状況は必ず変わります。これ
は受賞してから３週間足らずの間に、私自身が実感し
ていることです。チャンスは何度でもありますので、
ぜひ挑戦してください。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的




